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１．事業の概要

L=36.8km供用延長

約89%（平成22年3月末現在）事業進捗率

昭和41年度用地着手

昭和41年度工事着手

880億円全体事業費

18,700台／日計画交通量

昭和41年度（あわら市瓜生～越前市塚原町 L=38.0km）
平成2年度（あわら市笹岡～坂井市丸岡町玄女間を延伸 全体L=42.2km）

事 業 化

区 間

ささおか

（起）福井県あわら市笹岡
えちぜんし つかはら

（終）福井県越前市塚原町

道路延長 Ｌ＝42.2ｋｍ

構造規格 第3種第1級

設計速度 80ｋｍ／ｈ

車 線 数 4車線

標準幅員 Ｗ＝26.0m～28.0m

都市計画決定 平成3年8月

用地取得率 約98%（面積ベース、同上）

至 敦賀

至 金沢

1

位置図

事業の概要事業の目的

標準横断図
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（旧丸岡町）

国
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至 敦賀

福
井
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イ

パ
ス

至 金沢

供用済（4/4）(～H7.3)

H15.12.25供用
L=0.7km (4/4)

H17.6.29供用
L=0.5km (4/4)

H20.3.24供用
L=0.4km (4/4)

(事業中)

H21.3.31供用
L=1.0km (4/4)

一 般 部Ｈ２事業化区間

2@3.5=7.0 2@3.5=7.0

28.0

3.5 2.0 3.0 2.0 3.5

[単位：ｍ]

S46.2.2供用
L=2.6km (2/4)

■地域の活性化
■交通安全性の向上
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１）事業を巡る社会経済情勢等の変化

２．事業の必要性等に関する視点
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1
工
区

４
工
区
～
9
工
区

Ｂ

Ｂ

ＡＡ

Ｃ

Ｃ 断面交通量交通量
(百台/日)

交通量
(百台/日) 断面交通量ＡＡ

【事業所数及び従業者数】

17,381

157,702

15,8984,151

31,974

5,407

45,845

1,586

13,769

4,290

37,322
117,726

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事業所数

従業者数
福井市

鯖江市

越前市

あわら市

坂井市

その他市町

■福井バイパスの供用に伴い、国道８号の断面交通量は増加傾向となっています。
■福井バイパス１工区に並行する国道８号では、平成２年と比べ交通量が増加しており、依然として

交通容量を超過しています。
■あわら市では、市外への就業者･就学者の約９割が福井市方面であり、福井市、坂井市との結びつ

きが強い地域です。

N

【福井バイパス及び旧国道８号の交通状況】

【あわら市在住の就業者･

就学者の通勤通学先】

約５割が市外に通勤通学

交通容量
13,000台/日

交通量
(百台/日) 断面交通量ＢＢ

H3.3 2～9工区
暫定供用

H7.9 2～9工区
4車線化

供用開始後減少

H5.3 5～9工区
暫定供用

H7.9 2～9工区
4車線化

約４割

出典：H18総務省統計局「事業所・企業統計調査」

出典：H17 国勢調査

供用開始後減少

国道８号

2
工
区
～
３
工
区

～Ｓ４８
暫定供用

～Ｈ元
4車線供用

～Ｈ３
暫定供用

～Ｈ７
4車線供用

～Ｓ４６
暫定供用

～Ｈ２１
4車線供用

847

820 801 783
809

855

360

501
585 619 617 636

坂井市
46%

福井市
43%

その他
3%

石川県
7%永平寺町

1%

市内（あわら）
48%

市外（あわら）
52%

約９割が福井市内方面

出典 H2､H6､H9､H11､H17 道路交通ｾﾝｻｽ
H22 福井河川国道 調査(H22.10.5～H22.10.20)

交通量が微増

交通量が微減

交通量が微減

世界同時不況

世界同時不況

世界同時不況
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■国道８号一本田福所交差点では、著しい渋滞が発生していましたが、平成20年３月24日の部分供
用により渋滞が解消しています。

■福井バイパスの整備により、円滑な交通の確保が期待されます。

１）事業を巡る社会経済情勢等の変化（供用の効果）
２．事業の必要性等に関する視点

3

渋
滞
の
解
消

供用前

■国道８号一本田福所交差点の渋滞状況

供用後

■国道８号一本田福所交差点の渋滞長変化

観測時間：7時～9時 福井河川国道事務所調査

通過時間：2分

通過時間：0分

渋滞長（ｍ）

渋滞解消
４車線供用後

４車線供用前
500

0

134

36

(H17.11.30) (H21.8.7)

いっぽんでんふくしょ

出典 供用前：福井河川国道事務所調査(H17.12.8)
供用後：福井河川国道事務所調査(H20.4.21)

写真

供用前
渋滞長 500m

供用後
渋滞解消

供用前
渋滞長 150m

供用後
渋滞解消

一本田福所交差点



中央卸売市場

平成７年４月撮影至 敦賀

至 金沢

写真

S48.4.23  暫定２車線 供用
S62.12.16 完成４車線 供用

２．事業の必要性等に関する視点

(H21.8.7)

【福井バイパス暫定２車線供用 （供用より約10年後）】

【福井バイパス完成４車線供用 (供用より約20年後】

２）事業の整備効果（地域の活性化）
■福井バイパスの整備とともに、沿線に大規模商業施設等の立地が進んでいます。
■福井バイパスの整備により、沿線での開発など地域活性化に寄与すると期待されます。

【福井バイパス沿線の開発】

4

中央卸売市場

【撮影：H７．４月】

昭和57年3月撮影

至 金沢

飲食店

至 金沢

至 敦賀

中央卸売市場

大型ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞｾﾝﾀｰ

ガソリンスタンド 自動車販売店

大型スーパ

家具店

ｶﾞｿﾘﾝｽﾀﾝﾄﾞ

自動車販売店

飲食店

大型電気店

大型家具店

大型ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞｾﾝﾀｰ

娯楽店

自動車販売店

大型洋服店
自動車販売店

タイヤ販売店
大型電気店

大型薬局店

中古車販売店

テレビ放送局
ホテル

病院
大型洋服店

ｽﾎﾟｰﾂ店

平成20年3月9日撮影】

13,200 13,400 13,500 13,879
14,024 13,529

0

2,000

4,000
6,000

8,000
10,000

12,000

14,000
16,000
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【福井市の小売販売額の推移】
(億円）

【福井バイパス完成４車線供用 (供用より約７年後】

至 敦賀

沿道地域に大規模
商業施設が集積

年間小売販売額が増加

出典：福井県商業統計調査

完成４車線供用
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【国道８号 歩道整備状況 】

２．事業の必要性等に関する視点
２）事業の整備効果（交通安全の向上）
■国道８号は歩道未整備区間があり、歩行者及び自転車の安全な通行に支障を来たしています。
■当該地域は、福井県内でも有数の降雪量が多い地域であり、冬期には大型車同士の離合及び歩行

者・自転車の通行にも支障を来しています。
■福井バイパスの整備により、堆雪幅、歩道が確保され交通安全の向上が期待されます。

福井バイパス１工区 L=8.0km

両側歩道
L=2.7km

未整備
L=3.3km

両側歩道
L=0.3km

片側歩道
L=2.0km

【国道８号の歩道整備状況】

【あわら市の近年累計降雪量】（降雪：cm）

【国道８号の道路状況】

【国道８号冬期の道路状況】

【平成17年12月18日 撮影】

②

【平成17年12月7日 撮影】

①

写真① 写真②

出典:福井河川国道事務所 調査 5

【国道８号の積雪状況 】
【過去10年の平均累計降雪量】

（降雪：cm）

出典:気象庁HPより
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6

２．事業の必要性等に関する視点
３）事業の投資効果

■便益（Ｂ）
費用便益分析マニュアルに基づき、現時点における知見により、十分な精度で計測が可能でかつ金
銭表現が可能である「走行時間短縮」、「走行経費減少」、「交通事故減少」について、道路整備の有
無それぞれについて推計し算出。

■費用（Ｃ）
道路整備に係る建設費、及び維持管理費で算出。

■算出条件等

基準年 ：平成22年度
検討期間 ：50年間
現在価値算出のための

社会的割引率：４％
交通量の推計時点 ：平成42年度
推計に用いた資料 ：平成17年度

道路交通センサス
適用した費用便益分析

マニュアル：平成20年11月版
事業費 ：880億円
維持管理費 ：29.9百万円/km
作成主体 ：近畿地方整備局

※１ 便益・費用については、現在価値化した値である
※２ 便益・費用の合計値については、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある
※３ 残事業については、基準年の翌年度以降の残事業費及び翌年度以降の供用により発生する便益で算出している

■事業全体
走行時間
短縮便益

交通事故
減少便益

総便益
費用便益比

（Ｂ／Ｃ）

4,856億円 49億円 5,362億円 

総費用

2,641億円 

■残事業
走行時間
短縮便益

交通事故
減少便益

総便益
費用便益比

（Ｂ／Ｃ）

579億円 4.5億円 598億円 

総費用

92億円 

便益（Ｂ）

走行経費
減少便益

457億円 

2.0
費用（Ｃ）

事業費 維持管理費

2,445億円 196億円 

便益（Ｂ）

走行経費
減少便益

14億円 

6.5
費用（Ｃ）

事業費 維持管理費

67億円 25億円 



地域計画等への位置付け
■ふくい21世紀ビジョン第２次中期事業実施計画［平成13年度～平成17年度］（平成13年２月）
■あわら市総合振興計画（平成18年６月）
■坂井市総合計画（平成20年３月）
■福井県原子力発電施設等立地地域の振興に関する計画（平成14年３月）
■福井県都市計画マスタープラン（平成16年５月）
□福井県福井バイパス道路建設促進協議会（Ｈ7.8 設立、あわら市長、あわら市会議長）

４）関係自治体の意見等

２．事業の必要性等に関する視点
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■福井県知事
平成22年11月8日 土政推第392号
近畿地方整備局事業評価監視委員会に諮る対応方針（原案）の作成に係る意見照会
について（回答）

１．福井バイパスの対応方針（原案）「事業継続」については異存なし。

事業実施に当たっては、できる限り早い時期の供用を目指すとともに、

一層のコスト縮減に努めること。

また、買収済みの事業用地については、除草等、適切な管理を行うこと。



Ｓ４１ Ｓ４５ Ｓ５０ Ｓ５５ Ｓ６０ Ｈ元 Ｈ５ Ｈ１０ H１５ Ｈ２０ Ｈ２１

１工区（L=8.0km）

２工区（L=8.5km）

３工区（L=5.1km）

４工区（L=3.0km）

５工区（L=4.1km）

６工区（L=3.4km）

７工区（L=4.4km）

８工区（L=2.0km）

９工区（L=3.7km）

■平成９年度から１工区の拡幅部及び延伸部の用地取得に着手しており、拡幅部は平成17年度に
全区間の用地を取得し平成18年度から拡幅部の工事に着手し完成4車線で供用しています。

■１工区延伸部については、早期の用地取得完了に向け、現在用地交渉を進めています。

S48迄 暫定供用 2/4 (8.5km) 

S46迄 暫定供用 2/4 (2.6km) 

S43迄 暫定供用 2/4 (5.1km)

S48迄 暫定供用 2/4 (3.0km)

S55迄 暫定供用 2/4 (4.1km)

H5迄 暫定供用 2/4 (3.4km)

H2迄 暫定供用 2/4 (4.4km)

S52迄 暫定供用 2/4 (2.0km)

S58迄 暫定供用 2/4 (3.7km)

事
業
着
手

福井バイパスの進捗状況
拡幅部
L=2.6km

３．事業の進捗の見込みの視点

8

延伸部
L=5.4km

H21迄 完成供用
4/4 (2.6km)  

H元迄 完成供用 4/4 (8.5km) 

S49迄 完成供用 4/4 （5.1km) 

H6迄 完成供用 4/4 (3.0km) 

H6迄.完成供用 4/4 （4.1km) 

H7迄 完成供用 4/4 （3.4km) 

H5迄 完成供用 4/4 （4.4km) 

H7迄 完成供用 4/4 （2.0km) 

H7迄 完成供用 4/4 （3.7km) 

H9 4車線化に着手

福井バイパス １工区
L=8.0km

福井バイパス１工区



３．事業の進捗の見込みの視点

9

■福井バイパスは、平成21年度までに36.8kmを、４車線で供用しています。

■引き続き事業を推進し、早期の供用を目指します。

用 地

工 事

100% (H9～H17)

区 間 L=2.6km

完成４車線供用(～H21)

89% (H13～ )

L=5.4km

改良工事推進中(H21～ )

測量･設計等

計

約98%

約89%

至 金沢

H19 詳細設計
H20 道路詳細設計
H21 振動対策検討

至 敦賀

L=34.2km

100% (S41～H4)

完成４車線供用
(S49～H7)

H２事業化区間



４．コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点

101010

福井バイパスでは、地元協議等により農道交差部を集約し、バイパスを横断する
ボックス数を減らす等のコスト縮減に努めてきましたが、軟弱地盤対策等に伴う増額が
発生したため、全体事業費が増額となります。

増額を最小限に抑えるため、今後、更に新設区間の植樹帯を植樹枡に変更する等、
より一層のコスト縮減に努めながら事業を推進していきます。

■主な縮減対策

・歩道幅員等の縮小
歩道幅員等を縮小するとともに、植樹帯を法面肩に植樹桝を設置
することにより、構造物（ L型擁壁及びブロック積擁壁等）の規模を
縮小し、事業費を縮減。（1.7億円）

【全体事業費の変更】
８２０億円(変更前）＋約６３億円（増加）－約３．３億円（縮減）＝８７９．７億円

2.000%
L型擁壁工

2.000%

1:1.5

歩道幅員等3.5m

3500

植樹桝への変更

歩道幅員等の縮小2.5m

構造物
（Ｌ型擁壁）1.8m

2500

・地盤改良の追加
地質調査の結果、軟弱地盤層が確認されたため、地盤改良
が必要となり、事業費が増加。（28億円）

21.300 地盤改良の追加

■主な増額要因

5
0
0
0

路床改良

・暫定供用区間での地盤沈下対策の追加
暫定２車線供用区間で地盤沈下が発生し、路床土改良が必
要となったため沈下対策を追加。（6億円）

・他工事からの流用土の土質改良の追加（12億円）
・整備に伴い流量増となった排水路改修の追加（4億円）
・河川協議による橋梁下部工の構造変更（3億円）
・精密機械工場への振動対策の追加（3億円）
・地質調査の結果、法面対策を追加（2億円）
・補償物件調査の結果、工場等の補償費を追加（5億円）

・新設区間の現場打ち擁壁のプレキャスト化（0.6億円）
・新設区間の横断水路の構造変更（１億円）

盛土

盛土量の減少

構造物の規模縮小
H=1.2m



５．対応方針（原案） 国道８号 福井バイパス

福井バイパスは、事業の必要性等に関する視点、事業の進捗の見込
みの視点から継続が妥当と判断できる。

引き続き事業を推進し、早期の供用を目指すことが適切である。

１．事業の必要性等に関する視点

・福井バイパスの事業中区間では、平成２年と比べ交通量は増加しており、依然として交通容量を超
過。
・あわら市では、市外への就業者・就学者の約９割が福井市方面へ通勤・通学しており、福井市・坂井
市との結びつきが強い地域。
・福井バイパスの整備とともに、沿線に大規模商業施設等が進出し、小売販売額が増加するなど地域
の活性化に寄与すると期待。
・国道８号は歩道未整備区間があり、歩行者及び自転車の安全な通行に支障をきたしているが、整備
により、交通安全の向上が期待される。
・費用便益比（Ｂ／Ｃ）は２．０、残事業費で６．５。

２．事業進捗の見込みの視点

・福井バイパスは、平成21年度までに36.8kmを、４車線を供用しています。
・引き続き事業を推進し、早期の供用を目指します。

事 業 継 続
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